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高等部 Senior High School 大学 University

伊藤 悟 学院宗教部長

自分と世界を
大切にするための
学び

幼稚園 Kindergarten

赤坂 洋子 幼稚園教諭
神さまの愛の中で

　新入園児の皆さん、ご入園おめでとうござ
います。幼稚園の先生たちも、年中・年長組の
お兄さんお姉さんたちも、皆さんとお会いす
るのを楽しみにしていましたよ。
　お兄さんお姉さんたちに「幼稚園って、どん
なところ？」と聞いてみたら、“色んな物を作っ
たりできる” “砂場とか、鬼ごっことか、いっぱ
い楽しい” “うさぎを抱っこするのが好き”など
と言っていました。そう、幼稚園は自分の好き

なことを見つけて、沢山遊ぶところなのです。
皆さんも「何をして遊ぼうかな」と毎日楽しみ
にして幼稚園に通ってくださいね。
　たくさん遊ぶことと、もう一つ、青山学院幼
稚園が大切にしているのは神さまへの礼拝で
す。毎日お祈りをして、賛美歌を歌います。聖
書のお話を聴きます。幼稚園で楽しいときも、
少し寂しくなったときも、父なる神さまは皆さ
んと一緒にいてくださいますから、嬉しいです
ね。一人ひとりが神さまから頂いている力を
存分に輝かせ、光の子どもとして歩む3年間と
なりますように。

色とりどりの花
北村 爽 中等部3年
　新入生の皆さん、ご入学おめでとうござ
います。皆さんは今、どのような気持ちで過
ごしていますか？ 今後の生活への期待や
不安など、いろいろな気持ちを持って生活
していると思います。
　コロナウイルスが流行して、私たちの生
活は大きく変わりました。学校が休校にな
ったり、友達と遊べなくなったりして、今ま
で経験したことのないような日々が続いた
と思います。ここで皆さんに1つ言葉を紹介
します。「逆境の中で咲く花は、どの花よりも
貴重で美しい」この言葉はウォルト・ディズ
ニーの言葉です。たくさんの逆境に負けず、
中等部に入学した皆さんは、全員が「逆境
の中で咲いた花」です。中等部に入ってか
らも、さらに沢山の逆境を経験すると思い
ます。しかし、皆さんなら必ずそれらにも打
ち勝つことができるでしょう。困ったときは
友達を頼ることも忘れないでください。こ
の3年間が皆さんにとってかけがえのない
ものになるよう心から願っています。

求めれば与えられる
達富 悠介 中等部教諭
　新入生のみなさん、ご入学おめでとうござい
ます。入学式では緊張していた皆さんも、少し
ずつ中等部の生活に慣れてきたでしょうか。 
　中等部では毎日礼拝を守ります。受験で入
学してきた人たちはすこし戸惑ったかもしれま
せん。私も中等部にきた時は戸惑いました。ど
うしてお祈りをするのだろう。聖書のことばはど
んな意味なんだろう。わからないことだらけの
うちは戸惑ってしまいますね。 
　私の好きな聖書のことばに「求めなさい。そ
うすれば、与えられる。」(マタイによる福音書7
章7節)があります。なんだか前向きになれるこ
とばです。心がためらっているときに思い出す
とすこし勇気が出ます。 
　みなさんの中等部での3年間は瞬く間に過
ぎていくでしょう。与えられることを待っていれ
ば、待っているままで終わってしまいます。すこ
しくらいの失敗はだれにもあります。いろんな
ことを謙虚に求め続ける、そんな毎日を送って
ください。きっと神様のお恵みが与えられるで
しょう。

中等部 Junior High School

たくさんの人に
支えられて
内海 賢人 初等部6年
　1年生のみなさん、ご入学おめでと
うございます。ぼくは、1年生に会える
日をとても楽しみにしています。5年前
の入学式で、ぼくはとても緊張してい
て少しの不安がありました。けれども
入学式で6年生にお花を胸につけて
もらってからとても安心したことを覚
えています。
　その後、6年生のパートナーの玄篤
くんと一緒に遊んだり、給食を食べた
り、洋上小学校の船を案内してもらっ
たり、手紙の交換をしたり、玄篤くんの
優しさに支えてもらいながら１年生を
過ごしました。ぼくも1年生のパートナ
ーに優しく寄りそっていきたいです。
　このように初等部生活は、人の優し
さに触れる日々です。毎朝の礼拝で
は、様々なことに心を向けて祈ります。
特に昨年は、初等部に通うことができ
ない日々の中、オンラインで礼拝や学
びを守り、心と心の通い合いを通し
て、みんなに支えられていることに気
付きました。これからは6年生として1
年生を支えていきたいと思っていま
す。一緒に楽しい学校生活を過ごしま
しょう。

主われをあいす
浅賀 満理子 初等部教諭 
　1年生の皆さん、ご入学おめでとうございま
す。皆さんとお会いできる日を心待ちにしていま
した。
　1年生になったらどんなことがしたいですか。
お友達や先生と遊んだり、勉強したり、美味しい
給食をいただいたり、初等部では色々なことを
します。その中でも一番大事にしていることは毎
日の礼拝です。礼拝では神さまの言葉を聞き、
讃美歌を歌い、お祈りをします。コロナ感染対策
のため、昨年度は一つの場所に皆で集まって礼
拝をすることは叶いませんでしたが、それでも
初等部ではオンラインで毎日礼拝を守っていま
した。1年生の皆さんも神さまに出会って、神さ
まに守られて、初等部生活を歩んでくださいね。
　毎年、入学式の時に聖歌隊のお兄さんお姉さ
んが歌う讃美歌があります。

　主われを愛す　主は強ければ　われ弱くとも
　恐れはあらじ　
　わが主イエス　わが主イエス　わが主イエス
　われをあいす

（初等部さんびか22番　『主われをあいす』）

　初等部生も大好きな讃美歌のひとつです。こ
の讃美歌で歌われている通り、イエスさまは私
たちを本当に愛してくださっています。私たちが
弱くとも、強いイエスさまが私たちを愛してくだ
さっているので大丈夫。皆さんと一緒に礼拝堂
で讃美歌を歌える日を楽しみにしています。

聖書に導かれて     
原 夕理奈 高等部3年

共に座っていることの
喜び
宇田川 雅子 高等部教諭
　新入生のみなさん、ご入学おめでとうご
ざいます。
　新型コロナウィルス感染症により、今まで
当たり前に思っていたことが決してそうでは
なかったと気づかされた昨年度、より一層身
に染みたのが、以下の聖書の言葉でした。
「見よ、兄弟が共に座っている。なんという恵
み、なんという喜び。」（詩編133編１節）
　教室にクラスメートが座っていること、「お
はよう」と声をかけることができること、何気
ない会話ができること、そのことが実は大き
な恵みであり、大きな喜びであると気づかさ
れました。
　誰一人知らない学校で、不安で一杯な人
もいることでしょう。でも同じ空間にいられ
ることが、親しくなることへの第一歩です。
　皆さんの新しい高等部での生活の上に、
神様の豊かな祝福があることを心から祈っ
ています。

池田 有里紗 大学経営学部経営学科4年

青山学院 Aoyama Gakuin

　ご入学おめでとうございます。青山学院で
の学びは、教室の机の上やオンラインでの授
業にとどまりません。これから毎日新しい経験
をしていくことになるでしょう。新しい友と出
会い、新しい世界のことを知り、新しい見方や
考え方に出会います。もちろん楽しい事だけ
ではありません。不安や苦しみを経験すること
もあるはずです。
　聖書のなかに「喜ぶ人と共に喜び、泣く人と
共に泣きなさい」という言葉があります。青山
学院は皆さんに、そんな人になってほしいと
願っています。私たちがもし今日、誰かと喜び
を分かち合うなら、また誰かと共に涙するな
ら、そこからその人との新しい世界が始まりま
す。そこから小さな平和が始まります。たとえ
コロナ禍であっても、新しい世界のためにあ
なたができることが必ずあるはずです。それ

を見出すために、あなたは選ばれて青山学院
に入学を許されました。
　さあ、青山学院を拠点にして、自分と世界を
大切にするための学びを展開してまいりまし
ょう。目に見えない神様がいつもあなたと共に
いて、学院生活を導いてくださることでしょう。

初等部 Elementary School

　新入生の皆さんは、コロナ禍のもとイレギ
ュラーな事が多く、不安の中にいるのではな
いでしょうか。私は、生徒会の生活委員長とし
て、学校生活をより良くする為に活動してい
ます。日常生活には様々な制約があります
が、仲間と協力し新たなアイデアが生まれる
時は、心に未来への希望の光が差し込むの
を感じます。
　この春、初めて聖書に触れる方も多いと思
います。そこには、この時代を生きる私達へ
のメッセージが込められています。「わたした
ちは知っているのです。苦難は忍耐を、忍耐
は練達を、練達は希望を生むということを。」
（ローマの信徒への手紙5章3、4節）。これは、
私が幼稚園から過ごした15年間の青山学院
生活の中で、幾度となく耳にした御言葉で
す。今の困難を乗り越える為の忍耐は、必ず
希望に繋がるよう神様が導いて下さいます。
　苦しい時や悲しい時は、聖書を開いてみて
ください。きっと心に響く聖句に出会い、前向
きになるよう背中を押してくれるはずです。

自分自身への挑戦

　新入生のみなさん、ご入学おめでとうござい
ます。ひとことお祝いのご挨拶を申し上げます。
　みなさんは、新しく始まる大学生活に様々な
気持ちを抱いていることかと思います。不安を
抱えている人も少なくないでしょう。また大学
で多くの人との出会いや様々な学問に触れる
ことを期待してわくわくしている人もおられる
と思います。大学生活は、今までの学校生活と
は大きく異なり、自由度が高く、自主性が求めら
れます。すべて自分から行動を起こさなければ
何も始まらないのです。
　私は大学二年生を終え、三年生になろうとし
たときに、何も挑戦せずに大学生活を終えた
くないと思いました。そして、自分の自信に繋
げられる機会であるミス青山コンテスト（ミス
コン）に応募しました。挑戦することで周りの
人にも勇気やきっかけを届けられるよう励み
ました。

　そして、ミスコンを終えた今、私にとって挑戦
とは、相手を打ち負かして競争に勝つことを意
味するのではなく、自分自身に挑戦することだ
と気付くことができました。
　マタイによる福音書第7章13節14節には、
「狭い門から入りなさい。滅びに至る門は大き
く、その道も広い。そして、そこから入る者は多
い。命に通じる門は狭く、その道も細い。そし
て、それを見いだす者は少ない。」とあります。
　人は多くの場合、苦労が少なくて楽に生きら
れる方法を選んでしまいがちです。何か新しい
ことを始めたり、前例のないことに挑戦する
時、まわりの人から理解されず、無理だと言わ
れることもあると思います。この聖句は、何か挑
戦しようと思った時、また多くの人が選ばない
道を進む時、私たちの背中を押してくれます。
　私がミスコンに挑戦できたのも、神様がどん
な人でも愛していて、受け止めていてくれてい
たからだと思います。
　新入生の皆さんにとって、学校生活が愛に
満ち溢れたものとなるよう、心よりお祈りして
おります。


